
，

毎

号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
o
 き

っ

と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
 

ボルマーク 

五所川原市交通安全対策協議

会（会長・佐々木菓造市長）は 

10月 1 日をもって非常事態宣言

を発令しました。 

今年度の交通事故による死亡

者はすでに 9 名となり、昭和55 

年の最多死亡者数10名にせまっ

ています。 

ドライバーの皆さん” 

心にゆとりをもって、安全運

転を心がけましょう。 

人口と世帯 前月比 

男 	24,212 	（一38) 
女 	26,677 	（一19) 
計 	50, 889 	(-57) 
世帯数 15,232 	(+22) 

(9月30日現在 住民基本台帳） 
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五所川原市交通安全対策協議

会(会長・佐々木柴造市長)は

10月1日をも って非常事態宣言

を発令しました。

今年度の交通事故による死亡

者はすでに 9名となり、昭和55

年の最多死亡者数10名にせま っ

ています。

ドライパーの皆さん庁

心にゆとりをもって、安全運

転を心がけましょう。

シンボルマーク

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

五1.1
人口と世帯

前月比

男 24 ， 2 1 2， L'  (-3 8) 
女 26 ， 677)" (ー 19) 
計 50， 889 i (-57) 
世帯数 15，232 (+22) 

( 9月308現在住民基本台帳)No.722 
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当
市
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
一
（
蒲圏
民

セ
ン
タ

ー
」
の
事
務
組
合
（
管
理者
・
佐
々
木
市
長）
の
第
一

回
臨
時
議
会
が
十
月
九
日
、
市
内
大
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
藤

吉
郎
」
で
開
か
れ
、来
秋
着
エ
、
平
成
五
年
秋
の
完
成
を
目

指
し
て
準
備
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

五
年
秋
の
完
成
を
目
指
す
 

事務組合組織会 

い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
許
可

が
下
り
、
こ
の
日
組
織
会
を
開

い
た
も
の
で
す
。
 

会
議
に
は
、
事
務
組
合
を
組

織
す
る
北
五
地
方
七
市
町
村
の

首
長
ら
十
三
人
が出
席
し
ま
し

た
。
 

管
理
者
で
あ
る
佐
々
木
市
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
小
山
内

助
役
を
議
長
に
選
出
し
た
あ
と

議
案
審
議
に
入
り
、
議
会
会
議

規
則
や
本
年
度
予
算
、
人
事
案

件
な
ど
十
一
議
案
を
原
案
通
り

可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。
 

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
 

ー
は
、
生
涯
を
と
お
し
て
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
心
を
醸
成
し
、
 

郷
土
、
日
本
、
ま
た
は
世
界
の

音
楽
、
演
劇
、
芸
術
等
に
ふ
れ

る
こ
と
に
よ
り
文
化
、
歴
史
を

理
解
し
、
ふ
る
さ
と
の
温
も
り

と
安
ら
ぎ
が
得
ら
れ
、
活
発
な

文
化
活
動
と
新
し
い
圏
域
文
化

の
創
造
を
目
指
す
施
設
を
目
標

と
し
て
、
市
内
幾
世
森
地
区
北

部
公
園
、
福
祉
施
設
等
が
一
体

と
し
て
土
地
利
用
が
図
れ
る
総

合
施
設
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
パ
ー
ク

内
三
・
一
紛
に
建
設
を
計
画
し
 
 て

い
ま
す
。
 

施
設
の
概
要
は
、
コ
ン
サ

ー
 

ト
主
体
で
千
二
百
席
程
度
の
 

「大
ホ
ー
ル
」
を
は
じ
め
、
多

目
的
利
用
が
可
能
な
五
百
席

程
度
の
 
「ふ
る
さ
と
交
流
ホ
ー
 

ル
」
、「美
術
展
示
室
」
、そ
れ
に

圏
域
市
町
村
の
 
「ふ
る
さ
と
民

芸
室
コ
ー
ナ
ー」
、子
供
の
創
造

力
を
か
き
た
て
る
 
「パ
フ
ォ

ー
 

マ
ン
ス
コ
ー
ナ

ー
」
等
を
計
画

し
て
お
り
、
施
設
面
積
は
約
七

千
平
方
屑
程
度
の
規
模
と
な
る

予
定
で
す
。
 

外
構
計
画
で
は
、
歩
行
者
空

間
を
魅
力
的
に
配
置
し
、
よ
り

多
く
の
人
が
ゆ
っ
く
り
散
策
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に計
画
し

て
い
ま
す
。
 

概
算
総
事
業
費
は
、約
三
十

八
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
今

年
度
は
基
本
設
計
に
つ
い
て
、
 

設
計
競
技
方
式
を
採
用
し
、
専

門
知
識
者
に
よ
る
「
基
本
設
計

審
査
会
」
を
設
置
し
て
、
最
終

案
を
選
定
し
て
い
た
だ
く
予
定

で
、
平
成
五
年
度
秋
の
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
 

明
る
い
 

街
づ
く
り
巨
と

街
路
好
お
基
 

寄
贈
 

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
 

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
で
は
十

月
二
十
二
日
、
久
保
光
雄
東
北

電
力
囲
五
所
川
原
営
業
所
長と

金
田
一
均
東北
電
気
工
事
囲
五

所
川
原
営
業
所
長
が
市
役
所
を

訪
れ
、
明
る
い
街
づく
り
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
「街
路
灯
」
 

五
基
を
寄
贈
、
佐
々
木
市
長
に

目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
東
北
電
力
グ
ル

ー
 

プ
秋
の
サ
ー
ビ
ス
旬
間
の
多
彩

な
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
 

佐
々
木
市
長
（
右
）
に
目
録
を
手

渡
す
久
保
所
長
と
金
田
一
所長
 

交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
つ
い
て
は
、歴
史
的
、
地
理

的
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
圏
域
 

市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
 

る
こ
と
と
し
、
A尋
、
事
務
組
 

合
設
立
許
可
を
県
に
申
請
し
て
 

《
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五
年
秋
の
完
成
を
目
指
す

当
市
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
交
流
国
民

セ
ン
タ
ー
」
の
事
務
組
合
(管
理
者
・
佐
々
木
市
長
)
の
第
一

回
臨
時
議
会
が
十
月
九
日
、
市
内
大
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「藤

吉
郎
」
で
聞
か
れ
、
来
秋
着
工
、
平
成
五
年
秋
の
完
成
を
目

指
し
て
準
備
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
、
地
理

的
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
圏
域

市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
進
め

る
こ
と
と
し
、
今
春
、
事
務
組

合
設
立
許
可
を
県
に
申
請
し
て事 務組合組織会

い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
許
可

が
下
り
、
こ
の
日
組
織
会
を
聞

い
た
も
の
で
す
。

会
議
に
は
、
事
務
組
合
を
組

織
す
る
北
五
地
方
七
市
町
村
の

首
長
ら
十
三
人
が
出
席
し
ま
し

た。
管
理
者
で
あ
る
佐
々
木
市
長

内
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
小
山
内

助
役
を
議
長
に
選
出
し
た
あ
と

議
案
審
議
に
入
り
、
議
会
会
議

規
則
や
本
年
度
予
算
、
人
事
案

件
な
ど
十

一
議
案
を
原
案
通
り

可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ

ー
は
、
生
涯
を
と
お
し
て
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
心
を
醸
成
し
、

郷
土
、
日
本
、
ま
た
は
世
界
の

音
楽
、
演
劇
、
芸
術
等
に
ふ
れ

る
こ
と
に
よ
り
文
化、

歴
史
を

理
解
し
、
ふ
る
さ
と
の
混
も
り

と
安
ら
ぎ
が
得
ら
れ
、
活
発
な

文
化
活
動
と
新
し
い
圏
域
文
化

の
創
造
を
目
指
す
施
設
を
目
標

と
し
で
、
市
内
幾
世
森
地
区
北

部
公
園
、
福
祉
施
設
等
が
一
体

と
し
て
土
地
利
用
が
図
れ
る
総

合
施
設
の
ヒ
ュ

ー
マ
ン
パ
l
ク

内
三
・

一
お
に
建
設
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

施
設
の
概
要
は
、
コ
ン
サ
ー

ト
主
体
で
千
二
百
席
程
度
の

「
大
ホ
i
ル
」
を
は
じ
め
、
多

目
的
利
用
が
可
能
な
五
百
席

程
度
の

「
ふ
る
さ
と
交
流
ホ
ー

ル
」
、
「
美
術
展
示
室
」
、
そ
れ
に

圏
域
市
町
村
の
「
ふ
る
さ
と
民

芸
室
コ
ー
ナ
ー」、
子
供
の
創
造

力
を
か
き
た
て
る
「
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー
」
等
を
計
画

し
て
お
り
、
施
設
面
積
は
約
七

千
平
方
M
程
度
の
規
模
と
な
る

予
定
で
す
。

外
構
計
画
で
は
、
歩
行
者
空

間
を
魅
力
的
に
配
置
し
、
よ
り

多
く
の
人
が
ゆ

っ
く
り
散
策
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
計
画
し

て
い
ま
す
。

概
算
総
事
業
費
は
、
約
三
十

八
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
今

年
度
は
基
本
設
計
に
つ
い
て
、

設
計
競
技
方
式
を
採
用
し
、
専

門
知
識
者
に
よ
る
「
基
本
設
計

審
査
会
」
を
設
置
し
て
、
最
終

案
を
選
定
し
て
い
た
だ
く
予
定

で
、
平
成
五
年
度
秋
の
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

明
る
い

い…一

街
、
づ
く
一万…
に
芝

街
路
灯
.3
巷…

一一
…寄
贈

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
で
は
十

月
二
十
二
日
、
久
保
光
雄
東
北

電
力
側
五
所
川
原
営
業
所
長
と

金
田

一
均
東
北
電
気
工
事
側
五

所
川
原
営
業
所
長
が
市
役
所
を

訪
れ
、
明
る
い
街
守
つ
く
り
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
汁
街
路
灯
」

五
基
を
寄
贈
、
佐
々
木
市
長
に

目
録
を
手
渡
し
ま
し
た。

こ
れ
は
、
東
北
電
力
グ
ル
ー

プ
秋
の
サ
ー
ビ
ス
旬
聞
の
多
彩

な
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

佐
々
木
市
長
(
右
)
に
目
録
を
手

渡
す
久
保
所
長
と
金
田
一
所
長
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難糞麟鷺鱗鷲薫鱗 
編甥需多 9年までに5巻刊行響孫携霧嚇 

―学童スポーツの集いー 

これは、市内にある 8つの児童館の子どもた

ちがスポーツを通じて交流を深めることを目的

に開いているもので、約400 人の児童が参加し

ました。 開会式では、岡田晴正社会福祖二協議会

副会長、杉山会長のあいさつ、各児童館につい

ての紹介が行われた後、松が丘児童館の成田匡

隆くんが選手宣誓をしました。 

種目は低学年がドッジボール、高学年がキッ

クン」ぐールと 2 つに分かれ熱戦を繰りひろげまし

た。 競技の結果は次のとおりです。 

レドッジボール （①つつじが丘A（②）かいどう（③） 

杉の子A、 あじさい 

レキックボール ①松が丘②杉の子A（③）あじさ

い、杉の子B 

ド
ツ
）ン
ボ
ー
ル
に
熱
戦
を

繰

り
ひ
ろ
げ
る
子
ど
も
た
ち
 

五所川原市社会福祖：協議会（小山田鳳隆会長） 

と五所川原市児童館連合会（杉山恵理子会長） 

が主催する 「第 4 回児童館交流学童スポーツの

集い」 が10月12日、市民体育館で開かれました。 

	、 

(

！
・
 

学童らが熱戦を展開 

,
 

市
で
は
、
平
成
六
年
に
市
制

施
行
四
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
こ
の
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
「
五
所
川
原
市
史
」
 
の

刊
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

去
る
十
月
十
日
、
ホ
テ
ル
サ

ン
ル
ー
ト
で
市
史
編
纂
委
員
会

・

編
集
委
員
会
の
第
一
回
合
同
会

議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

市
史
は
平
成
九
年
ま
で
に
、
 

史
料
編
・
通
史
編
合
わ
せ
て
五

巻
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。
 

会
議
に
は
市
史
編
纂
委
員
、
 

編
集
委
員
な
ど
約
三
十
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
 

初
め
に
佐
々
木
市
長
が
委
員

一
人
ひと
り
に
委
嘱
状
を
交
付

し
た
後
、「市
史
の
刊
行
は
長
年
 
 

の
懸
案
で
し
た
。
み
な
さ
ん
の

努
力
で
完
成
し
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

続
い
て
釜
落
市
教
育
長
を
議

長
に
市
史
編
纂
の
基
本
方
針
と

規
則
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

市
史
は
、
弘
大
人
文
学
部
の

長
谷
川
成
一
教
授
を
は
じ
め
、
 

県
内
外
の
歴
史
研
究
者
が
執
筆

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
史
料
編
三
巻
、
通
史
編
一
一

巻
を
平
成
九
年
ま
で
に
完
成
さ

せ
る
予
定
で
す
。
 

編
纂
委
員
、
編
集
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 （敬
称
略
）
 

（
〇
印
は
委
員
長
）
 

▽
編
纂
委
員
 

,
 

〇
釜
落
裕
（
市
教
育
長
）
、長
谷

川
成
一
（
弘
大人
文
学
部
教
授
）
、
 

豊
島
勝
蔵
（
津
軽
考
古
」天
A代

表
）
、新
谷
雄
蔵
（
北
奥
文
化
研

究
会
代
表
）
、藤
田
桂
三

（
市文

化
財
審
議
委
員
代
表
）
、敦
賀
喜

久
蔵
（
市
文化
振
興
会
議
代
表
）
、
 

田
中
和
弘
、
成
田
収
（
以
上
市

内
小
・
中
学校
長
会
代
表
）
、工

藤
不
二
男
（
市
内
高
等
学
校
長

代
表
）
、阿
部
育
也
（
市
史
編
纂

協
力
者
代
表
）
、高
満
タ
カ
（
市

美
口
婦
人
会
代
表
）
、長
谷
川
清

勝
（
市
議
会総
務
常
任
委
員
長
）
、
 

小
堀
安
雄
（
市
総
務
部
長
）
 

▽
編
集
委
員
 

「
 

〇
長
谷
川
成
一
 
（弘
大
人
文
学

部
教
授
廿
監
修
者
兼
務
）
、小
口

雅
史
（弘
大
人
文
学
部
助
教
授
）
、
 

福
田
友
之
（
県
立
郷
土
館
主
任

学
芸
員
）
、新
谷
雄
蔵
（
市
文
化

財
審
議
委
員
）
、
黒
滝
十
二
郎
（弘

前
中
央
高
校
教
諭
）
、浪
川
健
治
 

（弘
大
国
史
研
究
会
会
員
）
、浅

倉
有
子
（
山
形
県
立
米
沢
女
子

短
大
講
師
）
、豊
島
勝
蔵
（
市
文

化
財
審
議
委
員
）
、
小
岩
信
竹
（弘

大
人
文
学
部
教
授
）
、河
西
英
通
 

（上
越
教
育
大
講
師
）
、成
田
敏
 

（
県立
郷
土
館
主
任
学
芸
員
）
、
 

岩
川
亘
宏
（
」
禾
木
農
業
高
校

教
諭
）
 

佐々木市長から委嘱状を交付される

市史編纂委員 

(第722号)

5端麗編勺轟轟議選遣さ蔵書Z!
;長i場~和議5ijFiJ供与銘;場;4rEt拐;制i併j桝i桝j桝;制剤刺繍誠治ヲ対~材i対~和j帯当

制 孫 振?f9年までに5巻刊行 抑制詩

広報ごしょがわら③平成 2年(1990年)11月1日

市
で
は
、
平
成
六
年
に
市
制

施
行
四
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
こ
の
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
「
五
所
川
原
市
史
L

の

刊
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

去
る
十
月
十
日
、
ホ
テ
ル
サ

ン
ル
l
ト
で
市
史
編
纂
委
員
会
・

編
集
委
員
会
の
第
一
回
合
同
会

議
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

市
史
は
平
成
九
年
ま
で
に
、

史
料
編

・
通
史
編
合
わ
せ
て
五

巻
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

会
議
に
は
市
史
編
纂
委
員
、

編
集
委
員
な
ど
約
三
十
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

初
め
に
佐
々
木
市
長
が
委
員

一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
を
交
付

し
た
後
、
「
市
史
の
刊
行
は
長
年

の
懸
案
で
し
た
。
み
な
さ
ん
の

努
力
で
完
成
し
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
釜
沼
市
教
育
長
を
議

長
に
市
史
編
纂
の
基
本
方
針
と

規
則
、
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

市
史
は
、
弘
大
人
文
学
部
の

長
谷
川
成
一
教
授
を
は
じ
め
、

県
内
外
の
歴
史
研
究
者
が
執
筆

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
史
料
編
三
巻
、
通
史
編
二

巻
を
平
成
九
年
ま
で
に
完
成
さ

せ
る
予
定
で
す
。

編
纂
委
員
、
編
集
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

(
O
印
は
委
員
長
)

マ
編
纂
委
員

佐々木市長から委嘱状を交付される
市史編纂委員

O
釜
活
裕
(
市
教
育
長
)
、
長
谷

川
成

一
(
弘
大
人
文
学
部
教
授
)、

豊
島
勝
蔵

(
津
軽
考
古
品
子
会
代

表
)
、
新
谷
雄
蔵
(
北
奥
文
化
研

究
会
代
表
)、
藤
田
桂
=
二
市
文

化
財
審
議
委
員
代
表
)、
敦
賀
喜

久
蔵
(
市
文
化
振
興
会
議
代
表
)、

田
中
和
弘
、
成
田
収
(
以
上
市

内
小

・
中
学
校
長
会
代
表
)
、
工

藤
不
二
男
(
市
内
高
等
学
校
長

代
表
)、
阿
部
育
也

(市
史
編
纂

協
力
者
代
表
)、
高
満
タ
カ

(市

連
合
婦
人
会
代
表
)、
長
谷
川
清

勝
(
市
議
会
総
務
常
任
委
員
長
)
、

小
堀
安
雄

(市
総
務
部
長
)

マ
編
集
委
員

。
長
谷
川
成
一
(
弘
大
人
文
学

部
教
授
1
監
修
者
兼
務
)、
小
口

雅
史
(弘
大
人
文
学
部
助
教
授
)、

福
田
友
之

(
県
立
郷
土
館
主
任

学
芸
員
)
、
新
谷
雄
蔵
(
市
文
化

財
審
議
委
員
)
、
黒
滝
十
二
郎
(
弘

前
中
央
高
校
教
諭
)
、
浪
川
健
治

(
弘
大
国
史
研
究
会
会
員
)、
浅

倉
有
子
(
山
形
県
立
米
沢
女
子

短
大
講
師
)、
豊
島
勝
蔵

(市
文

化
財
審
議
委
員
)、
小
岩
信
竹
(
弘

大
人
文
学
部
教
授
)、
河
西
英
通

(
上
越
教
育
大
講
師
)
、
成
田
敏

(県
立
郷
土
館
主
任
学
芸
員
)、

岩
川
亘
宏

(
三
本
木
農
業
高
校

教
諭
)

五所川原市社会福祉協議会(小山田鳳隆会長)

と五所川原市児童館連合会(杉山恵理子会長)

が主催する「第 4回児童館交流学童スポーツの

集しりが10月12日、市民体育館で聞かれました。

これは、市内 にある 8つの児童館の子どもた

ちがスポーツを通じて交t荒をi架 め る こ と を 目 的

に 聞い てい るも ので 、約 400人の児童が参加し

ました。開会式では、岡田晴正社会福祉協議会

副会長、杉山会長のあいさつ、各児童館につい

て の 紹介が行われた後、松が丘児童館の成田匡

隆くんが選手宣誓をしました。

種目は低学年がドッジボール、高学年がキ y

クボールと 2つに 分か れ熱 戦を 繰り ひろ げま し

た。競技の結果は次のとおりです。

[>ドッジボ ール ①つつじが丘A②かいどう③

杉 の子A、あじさい

じキッ クボール ①松が丘②杉の子A③あじさ

い、杉の子B

一学童スポーツの集い-学童らが熱戦を展開

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
熱
戦
を
繰

り
ひ
ろ
げ
る
子
ど
も
た
ち



その他の
職員手当 
1億8,106万 

5千円 

獅手当 

5億L171万 
6千円 

給与費総額 

18億7,545万 

6千円 

職員数 

376人 

11億8,267万5千円 

職
員
給
与
の
状
況
 

（
給料
）
 

●

職
員
の
代
表
的
な
職
種
で
あ
 

（注
）
 

1
 
職
員
数
に
は
、
特
別
職
は

含
み
ま
せ
ん
。
 

2
 
給
与
費
及
び
職
員
数
は
、
 

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も
の

で
す
。
 

3
 
そ
の
他
の
手
当
は
、
扶
養
、
 

住
居
、
通
勤
、
管
理
職
、
特
殊

勤
務
な
ど
の
手
当
で
す
。
（退
職

手
当
は
含
み
ま
せ
ん
）
 

る

一
般
行
政
職
員
の
平
均
年
齢

及
び
平
均
給
料
月
額
は
、「表
2
」
 

の
と
お
り
で
す
。
 

ま
た
、
 一
般
行
政
職
の
学
歴

別
の
初
任
給
及
び
経
験
年
数
別

の
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
、
 

「表
3
」
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
初
任
給
は
国
と
同
じ
で
す
。
 

●

職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
責

任
の
程
度
に
応
じ
級
ご
と
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 一
般
行

政
職
員
の
級
別
の
職
員
数
の
状

況
は
「
表
4
」
の
と
お
り
で
す
。
 

人
件
費

の
状
況
 

市
職
員
の
給
与
の
状
況
に
つ
い
て
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

市

職
員

の

給

与

の

状
況
 

区 分 初 任 給 
採用 2 年 
経 過 日 
給 料 額 

経 	験 	年 	数 

10年以上 
15年未満 

15年」-:1上 
20年未i簡 

20年」以上 
25年未満 

大学卒 126,300円 139,000円 205,437円 278,780円 330,000円 

高校卒 106,600円 113,500円 170,330円 218,540円 265,837円 

区 	分 五所川原市 国 

平 均 年 齢 42. 7歳 39.2歳 

平均給料月額 264,261円 253,950円 ' 

r
 

平成 2 年（1990年）11月1日 
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〔表 1〕 人件費の状況（普通会計） 

区 分 
住
台
元
 
民
帳

年
 
基
人

度
 
本
口
末
 

歳
 
出
 

額
A
  

実質収支 人件費 
B 

人件費率 
(B/A) 

昭和63年度
の人件費率 

2.3.31現在 千円 千円 千円 % % 
人 

元年度 
50,992 14,518,908 194,219 2,533,450 17.5 17.2 

＠人件費には、特別職に支給される給料、報酬が含まれています。 

職員給与費の状況（普通会計） 

職員一人当たり給与費 498万8千円 

平
成
元
年
度
普
通
会
計
決
算

に
よ
る
人
件
費
の
状
況
は
 
「表
 

1
」
 
の
通り
で
す
。
ま
た
、
平

成
二
年
度
普
通
会
計
当
初
予
算

に
よ
る
人
件
費
の
う
ち
、
 一
般

職
員
の
給
与
費
は
円
グ
ラ
フ
の

と
お
り
で
す
。
 

〔表 3 〕ー般行政職員の学歴別の初任給及び 
経験年数別平均給料月額の状況 

（平成 2 年 4 月1日現在） 

〔表 2 〕一般行政職員の平均
年齢及び平均給料月額の状況 

（平成 2年 4 月1日現在） 

コ
J
 

、J
 

〔表 4 〕一般行政職員の級別職員数の状況 	
（平成 2 年 4 月1日現在） 

区 	分 9 級 8 級 7 級 6 級 5 	級 4 	級 3 	級 2 	級 1 	級 計 

標 準 的 な 
職 務 内 容 

部 長 参 事 課 長 
課 長 
補 佐 

課補
 
長

佐
 

係 長 主 任 主 事 主 事 

職 員 数 12人 5 人 62人 24人 60人 73人 53人 37人 12人 338人 

構 成 比 3.6% 1.5% 18.3% 7.1% 17.7% 21.6% 15.7% 10.9% 3.6% 100% 

〇標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名である。 

時
間
外
動
務
手
当
（普
通
会
計
）
 
 

元
年

度
 

支 給 総 額 72,447千円 

職員1人当たり 186千円 
支給総年額 

63 支 給 総 額 46, 405千円 

職員 1人当たり 118千円 
支給総年額 

（
諸
手当
）
 

●

期
末
・
勤
勉
手
当
（
い
わ
ゆ

る
ボ
ー
ナ
ス
）
は
、
国
と
同
じ

で
年
五

・
ー
カ
月
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

●

退
職
者
に
支
給
さ
れ
る
退
職

手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
と
勤

続
年
数
を
基
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
事
由
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。
 

●

特
殊
勤
務
手
当
は
、
危
険
、
 

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
、
特
殊
な
勤
務
を
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●

時
間
外
勤
務
手
当

（
超
過
勤

務
手
当
）
は
、
正
規
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

●

扶
養
、
住
居
、
通
勤
の
各
手

当
は
、
支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
国
の

制
度
と
同
じ
で
す
。
 

以
上
、諸
手
当
の
状
況
は
「表
 

5
」
 
のと
お
り
で
す
。
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で
、
そ
の
概
要
を
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お
知
ら
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一
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平
成
元
年
度
普
通
会
計
決
算

に
よ
る
人
件
費
の
状
況
は
「
表

1
L
の
通
り
で
す
。
ま
た
、
平

成
二
年
度
普
通
会
計
当
初
予
算

に
よ
る
人
件
費
の
う
ち
、
一
般

職
員
の
給
与
費
は
円
グ
ラ
フ
の

と
お
り
で
す
。

人件費の状況(普通会計)

住民基本 歳出額 人件費 人件費率 昭和63年度区分 台帳人口
A 実質収支

B (8/ A) の人件費率(元年度末)

2.3.31現在 千円 千円 千円 % % 

元年度
人

50，992 14，518，908 194，219 2，533，450 17.5 17.2 

〔表 1J 

@人件費には、特別職に支給される給料、報酬が含まれています。

職員給与費の状況(普通会計)

(
注
)

1

職
員
数
に
は
、
特
別
職
は

含
み
ま
せ
ん
。

2

給
与
費
及
び
職
員
数
は
、

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も
の

で
す
。

3

そ
の
他
の
手
当
は
、
扶
養
、

住
居
、
通
勤
、
管
理
職
、
特
殊

勤
務
な
ど
の
手
当
で
す
。
(
退
職

手
当
は
含
み
ま
せ
ん
)

(
給
料
)

・
職
員
の
代
表
的
な
職
種
で
あ

111意8，267万5千円

る
一
般
行
政
職
員
の
平
均
年
齢

及
び
平
均
給
料
月
額
は
、
「
表
2
L

の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
一
般
行
政
職
の
学
歴

別
の
初
任
給
及
び
経
験
年
数
別

の
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
、

「表
3
」
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
初
任
給
は
固
と
同
じ
で
す

0

・
職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
責

任
の
程
度
に
応
じ
級
ご
と
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
行

政
職
員
の
級
別
の
職
員
数
の
状

況
は
「
表
4
」
の
と
お
り
で
す
。 498万8千円

〔表 2J一般行政職員の平均
年齢及び平均給料月額の状況

(平成 2年4月 1日現在)

分

平均年齢

職員一人当たり給与費

区

〔表 3J 

平均給料月額

(平成 2年4月 1日現在)

区 分 9 級 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級 言十

標準 的な
音1I 長 参事 課長

謀長 課長
係長 主 任 主事 主事

職務内容 補佐 補 佐

職 員 数 12人 5人 62人 24人 60人 73人 53人 37人 12人 338人

構 成 上七 3.6% 1.5% 18.3% 7.1% 17.7% 21.6% 15.7% 10.9% 3.6% 100% 

一般行政職員の級別職員数の状況〔表 4J 

@標準的 な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名である。

(
諸
手
当
)

・
期
末
・
勤
勉
手
当
(
い
わ
ゆ

る
ボ
ー
ナ
ス
)
は
、
固
と
同
じ

で
年
五

・
一
ヵ
月
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。

-
退
職
者
に
支
給
さ
れ
る
退
職

手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
と
勤

続
年
数
を
基
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
事
由
に
よ
り
変
わ
り
ま
す

0

・
特
殊
勤
務
手
当
は
、
危
険
、

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
、
特
殊
な
勤
務
を
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
時
間
外
勤
務
手
当
(
超
過
勤

務
手
当
)
は
、
正
規
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

-
扶
養
、
住
居
、
通
勤
の
各
手

当
は
、
支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
国
の

制
度
と
同
じ
で
す
。

以
上
、
諸
手
当
の
状
況
は
「
表

5
」
の
と
お
り
で
す
。

支給総額 72，447千円

職員 l人当たり 186千円
支給総年額

普雲計 6年度3 
支給総額 46，405千円

職員 l人当たり 118千円
支給総年額
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〔表 5〕職員手当の状況 

区 分 五 	所 	川 	原 	市 国 

〔元年度支給割合〕 〔元年度支給割合〕 

期末手当 	勤勉手当 期末手当 	勤勉手当 
期 末 手 当 6 	月 	期 	・ 	1.5月分 	0.6月分 6 	月 	期 	1.5月分 	0.6月分 

勤 勉 手 当 
12 	月 	期 	1.9月分 	0.6月分 12 	月 	期 	1.9月分 	0.6月分 

3 月 期 	0.5月分 	ー 3 月 期 	0.5月分 	― 

計 	 3.9月分 	1.2月分 計 	 3.9月分 	1.2月分 

〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 〔支給率〕 	自己都合 	勧契・定年 

勤続 20 年 	21.0 月分 	28.875月分 勤続 20 年 	21.0 月分 	28.875月分 

勤続 25 年 	33.75月分 	44.55 月分 勤続 25 年 	33.75月分 	44.55 月分 

勤続 35 年 	47.5 月分 	62.7 	月分 勤続 35 年 	47.5 月分 	62.7 	月分 

最高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 最高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 
退 職 手 当 1人当たり 	りでーエm 	lワ nっでエm 

市企呈気話 	3,616千円 	17,976千円 
平均支給額 

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 

＃姦篇原則 l篇20％加算） 熱農器 	原則 1驚20％加算） 

＠退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。 

（平成 2年 4 月1日現在） 

（
元年
度
普
通
会
計
）
 
 

特
 
殊
 
勤
 
務
 
手
 
当
 

区 	 分 全職種 

職員全体に占める手当支給
職員の割合 14.4% 

支給対象職員 1人当たり平
均支給年額 

43,857円 

手 当 の種類 （手当数） 11 

代表的な 支給額の多い手当 社
手
 
細
 
祉
当
 

手当の名 
多くの職員に支給
されている手当 

社会福祉 
手 	当 

称 

〔表 6〕特別職の報酬等の状況 
（平成 2年 4 月1日現在） 

区
 
分
 

給料（報酬） 

月額 
期 末 手 当 

市
 
長
  

695 ,000円 

生
口
 

給
 

期
 
期
 

期
 

く
 6
 
1
2
 3
  

支
 
月
 
月
 
月
 
計
 

合
 

1
 
1
 
0
 
3
  

に
J
 
。
〕
 
に

J
 
o
J
 
 

月
 
月
「
 
月
 
月
 

分
 
分
 

分
 
分
  

、
ー

ー
 
、

（

ー
 

ー
 

‘
?
  

助
 
役
  

580 ,000円 

収
入
役
  

525 ,000円 

議
 
長
  

330 ,000円 

副
議
長
  

300 ,000円 

議
 
員
  

280 ,000円 

内 	 ・ 	 容 

区分 支 給 要 件 手 	当 	額（月密 

扶
 
養
 
手
 

当
 

次に掲げる者で他に生 配偶者 16,000円 
計の途がなく、主として 

配偶者有 4,500円 その職員の扶養を受けて 
いる者 
配偶者、18歳未満の子 

配偶者 
1人目 

配偶者無 10,500円 

及び孫、18歳未満の弟妹、 以 外 2人目 4,500円 
60歳以上の父母及び祖父 

3人目以上 1,000円 母、重度心身障害者 

住
 
居
 
手
 

当
  

（借家）住宅を借り受け （借家） 

月額11,000円を 1)家賃20,500円以下支払っている職員 

超える家賃を支 支給額一家賃の月額一11,000円 

払っている職員 2）家賃20,500円を超えて支払っている 

職員 

支給額（讐誌器篇 2 +9.500円 

（自宅）自宅を所有して （自宅） 	 1,000円 

いる職員 ただし、取得後 5年間は 	2,500円 

通
 

勤
 
手
 

当
 

通勤距離が片道 2km以 （交通機関利用者） 

上になる者で、交通機関 運賃相当額。ただし、運賃等相当額が 

を利用し、あるいは交通 21,000円を超える場合は、21,000円にそ 

用具を使用して通勤して の超えた額の2分の1の額（5,000円限度） 

いる職員 を加算した額 

（交通用具利用者） 

使用距離が片道 5km未満 	2,000円 

使用距離が片道 5km以上10km未満 

4,000円 

使用距離が片道10km以上15km未満 

6,200円 

使用距離が片道15km以上20km未満 

8,300円 

使用距離が片道20km以上25km未満 

10,400円 

使用距離が片道25km以上30km未満 

12,500円 

使用距離が片道30km以上 	14,600円 
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〔表 5)職員手当の状況

区 分 五 所 JlI 原 市 国

〔元年度支給割合〕 〔元年度支給割合〕

期 末 手 当
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6 月 期 1.5月分 0.6月分 6 月期 1.5月分 0.6月分

勤 勉 手 当 12 月 期 1.9月分 0.6月分 12 片期 1.9月分 0.6月分

3 月 期 0.5月分 3 月期 0.5月分

言十 3.9月分 1.2月分 言十 3.9月分 1.2月分

〔支給率〕 自己都合 勧奨 ・定年 〔支給率〕 自己都合 勧契・定年

勤続 20年 21.0月分 28.875月分 勤続 20年 21.0月分 28.875月分

勤続 25年 33.75月ラ〉 44.55月分 勤続 25年 33.75月分 44.55月分

勤続 35年 47.5月分 62.7 月分 勤続 35年 47.5月分 62.7 月分

退 職 手 当
最高限度額 60.0月分 62.7 月分 最高限度額 60.0月分 62.7 月分

1人当たり
平均支給額

3，616千円 17，976千円

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退戦特例措置

退 職 時
(2 %~20%加算)

退 職 時
(2 %~20%加算)

特別昇給
原則 2号給

特別昇給
原則 1号俸

③退職手当の 1人当たり 平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

区 分 全 職 種

持 職員全体害IJに占める手当支給 14.4% 
殊( 職員の合

勤2YE 均支給支対給象年職額員1人当たり平 43，857円

普

務要計五 手当の種類(手当数) 11 

手)
社会福祉

当
代表的な支給額の多い手当 手当
手当の名
称 多くの職員に喜給 社会福祉

されている手 手当

〔表6)特別職の報酬等の状況
(平成 2年 4月1日現在)

区 給料(報酬)
期末手当

分 月額

市
695，000円

長

助
580，000円

役

~X 
(支給割合)

入 525，000円 6月期 1.5月分
f生

12月期 1.9月分
i義

330，000円 3月期 0.5月分
長

計 3.9月分

高リ
i義 300，000円
長

5義
280，000円

員

区分

扶

養

手

当

f主

居

手

当

通

勤

手

当

(平成 2年4月1日現在)

内 色η且才? 

支給要件 子 当 額(月額)

次に掲げる者で他に生 配偶者 16，000円
計の途がなく、主として
その職員の扶養を受けて l配偶者有 4，500円

いる者 1人目

配び孫偶者、 18歳未満の子
配偶者 !配偶者無 10，500円

及 、18歳未満の弟妹、 以 外 2人目 4，500円
60歳以上の父母及び祖父
母、重度心身障害者 3人目以上 1，000円

(借家)住宅を借り受け‘ (借家)

月額11，000円を 1 )家賃20，500円以下支払っている職員

超える家賃を支 支給額二家賃の月額 11 ，000円

払っている職員 2 )家賃20，500円を超えて支払っている

職員

支給額 (家賃 20，印O円)xす +9.500円 I 
11，500円限度

(自宅)自宅を所有して (自宅) 1，000円

いる職員 ただし、取得後 5年間は 2，500円

通勤距離が片道 2km以 (交通機関利用者)

上になる者で、交通機関 運賃相当額。ただし、運賃等相当額が

を利用し、あるいは交通 21，000円を超える場合は、 21，000円にそ

用具を使用して通勤して の超えた額の 2分のlの額(5，000円限度)

いる職員 を加算した額

(交通用具利用者)

使用距離が片道 5km未満 2，000円

使用距離が片道 5km以上10km未満

4，000円

使用距離が片道10km以上15km未満

6，200円

使用距離が片道15km以上20km未満

8，300円

使用距離が片道20km以上25km未満

10，400円

使用距離が片道25km以上30km未満

12，500円

使用距離が片道30km以上 14，600円
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合
同
金

婚
式

で
 

長
寿
夫

婦
を

祝
福
 

市
で
は
十
月
九
日
、
結
婚
五

十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
長
寿
夫

婦
の
皆
さ
ん
を
心
か
ら
祝
福
す

る
た
め
に
合
同
金
婚
式
を
市
中

央
公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。
 

式
に
は
対
象
二
十
六
組
の
う

ち
二
十
二
組
の
夫
婦
が
出
席
し
、
 

佐
々
木
市
長
が式
辞
を
述
べ
た

後
、
各
夫
婦
に
顕
彰
状
と
記
念

品
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

来
賓
祝
辞
に
続
き
、
藤
田
留

作
さ
ん
・
き
ささ
ん
夫
妻
（
雛

由
）
が

頭
彰
を
契
機
と
し
て
、
 

夫
婦
と
も
健
康
に
留
意
し
、
地

域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
 
 

い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
 

ま
た
、
末
広
町
の
小
山
田
鳳

隆
さ
ん

・
す
東
さ
ん
夫
妻
が
 

「結
婚
五
十
年
の
あゆ
み
」
と

題
し
て
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き

た
人
生
を
語
り
、
出
席
者
に
深

い
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
 

こ
の
後
出
席
し
た
人
達
は
、
 

昼
食
を
と
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
J
ま
し
た
。
 

顕
彰
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略）
 

荒
谷
清
司
・
り
つ
（
蓮
沼
）
 
 

小
山
田
鳳
隆
・
す柔
（
末
広
町
）
 

小
田
川
清
美
・
き
さ
（
上
平
井

町
）
 

木
村
幸
八
・
ま
め
（
旭
町
）
 

小
坂
惣
三
郎
・
タ
ミ

（川
端
町
）
 

坂
本
八
四
郎
・
ひ
で
（
若
葉一
一

丁
目
）
 

藤
田
留
作
・
き
さ

（雛
田
）
 

平
田
健
三
郎
・
い
さ

（新
町
）
 

堀
内
連
三
・
き
よ
束
（
八
重
菊
）
 

百
田
伏
左
衛
門
・
つ
や
（下
平

井
町
）
 

斎
藤
茂

・
セ
ッ
（
七
ッ
館
）
 

平
山
蒲
助
・
ミ
ツ
（湊
）
 

前
田
義
則
・
た
か
、神
喜
三
郎
・

キ
ワ

（
以上
梅
田
）
 

阿
部
俊
一
・
ミ
チ
エ
（
羽野
木

沢
）
 

山
内
清
祐
・
リ
セ
、
寺
田
辰
「
1
 

郎
・
ッ
ヤ
（
以
上
唐
笠
柳
）
 

岩
田
文
雄
・
ッ
ル
、須
藤
八
四

郎
・
キ
ミ
ェ
、
島
村
俊
雄

・
と

し
、
鳴
海
資
・
ッ
ル
、
奈
良
健

次
郎
・
せ
つ
、
福
士
洋
五
郎
・

は
る
、三
浦
松
雄
・
フ
チ
エ
（
以

上
飯
詰
）
 

北
川
明
・
ふ
み
よ
（毘
沙
門
）
 

太食
富

蔵
・
サ
ツ
キ
（
田
川
）
 

市
で
は
十
月
十
七
日
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
県
共
同
募
金

会
五
所
川
原
市
支
会
な
ど
と
共

催
で
 
「第
三
十
三
回
五
所
川
原

市
社
会
福
祉
大
会
」
を
市
民
文

化
会
館
で
開
き
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、「在
宅
福
祉
サ

ー
 

ビ
ス
の
強
化
を
め
ざ
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
の
福
祉
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
開

い
て
い
る
も
の
で
、
福
祉
団
体
 
 

関
係
者
ら
約
二
百
七
十
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
小
山
田
鳳
隆
市

社
会
福
祉
協
葵
ム
長
が式
辞
を
、
 

小
山
内
助
役
が
あ
い
さ
つ
を
そ

れ
ぞ
れ
述
べ
た
後
、
社
会
福
祉

に
功
労
の
あ
っ
た
土
岐
直
美
さ

ん
ら
二
百
二
十
九
人
、
六
十
九

団
体
に
表
彰
状
、
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し
 
 

て
対
馬
松
造
さ
ん
が
 
「本
日
の

栄
誉
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
福

祉
の
向
上
発
展
の
た
め
に
努
力

し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
式
を

終
わ
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
式
典
に
先
立
ち
「
施

設
と
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の

か
か
わ
り
」
と
題
し
て
身
体
障

害
者
療
護
施
設
内
潟
療
護
園
の

野
上
四
郎
園
長
が
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
 

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 （敬
称
略
）
 

＠
表
彰
の
部
 

土
岐
直
美
（
長
橋
支
部
）
 

鳴
海
東
つ
子
、
岡
田
晴
正
（
以

上
飯
詰
支
部
）
 

藤
田
忠
造
、
葛
西
喜
美
雄

（
以

上
栄
支
部
）
 

対
馬
松
造
、
一
戸
正
雄
、
寺
田

茂
夫
（
以
上
松
島
支
部
）
 

太食
富
蔵
、
新
谷
源
次
郎
（
以

上
中
川
支
部
）
 

⑥
感
謝
の
部
 

小
田
川
き
さ
（
上
平
井
町
）
他

二
百
十
八
名
・
六
＋
九
団
体
）
 

佐々木市長から顕彰状を受ける金婚夫婦 

小山内助役から感謝状を贈呈される受賞者 
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市
で
は
十
月
九
日
、
結
婚
五

十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
長
寿
夫

婦
の
皆
さ
ん
を
心
か
ら
祝
福
す

る
た
め
に
合
同
金
婚
式
を
市
中

央
公
民
館
で
聞
き
ま
し
た
。

式
に
は
対
象
二
十
六
組
の
う

ち
二
十
二
組
の
夫
婦
が
出
席
し
、

佐
々
木
市
長
が
式
辞
を
述
べ
た

後
、
各
夫
婦
に
顕
彰
状
と
記
念

品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
に
続
き
、
藤
田
留

作
さ
ん
・
き
さ
さ
ん
夫
妻

(雛

a

由
)
が

J

顕
彰
を
契
機
と
し
て
、

夫
婦
と
も
健
康
に
留
意
し
、
地

域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
お
札
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。ま

た
、
末
広
町
の
小
山
田
鳳

隆
さ
ん

・
す
ゑ
さ
ん
夫
妻
が

「
結
婚
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」
と

題
し
て
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き

た
人
生
を
語
り
、
出
席
者
に
深

い
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
後
出
席
し
た
人
達
は
、

畳
食
を
と
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

顕
彰
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の

と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

荒
谷
清
司
・
り
つ
(
蓮
沼
)

平成 2年(1990年)11月1日

佐々木市長から顕彰状を受ける金婚夫婦

小
山
田
鳳
隆

・
す
ゑ
(
末
広
町
)

小
田
川
清
美

・
き
さ
(
上
平
井

町
)

木
村
幸
八

・
ま
め
(
旭
町
)

小
坂
惣
コ
一
郎
・

タ
ミ
(
川
端
町
)

坂
本
八
四
郎

・
ひ
で
(
若
葉
二

丁
目
)

藤
田
留
作

・
き
さ
(
雛
田
)

平
田
健
三
郎

・
い
さ
(
新
町
)

堀
内
連
三

・
き
よ
ゑ

(八
重
菊
)

百
田
伏
左
衛
門

・
つ
や
(
下
平

井
町
)

融
加
藤
茂
・
セ
ツ
(
七
ツ
館
)

平
山
捕
助

・
ミ
ツ
(
湊
)

前
田
義
則
・
た
か
、
神
喜
三
郎・

キ
ワ

(以
上
梅
田
)

阿
部
俊
一

・
ミ
チ
ヱ
(
羽
野
木

沢
)

山
内
清
祐

・
リ
セ
、
寺
田
辰
三

郎

・
ツ
ヤ
(
以
上
唐
笠
柳
)

岩
田
文
雄

・
ツ
ル
、
須
藤
八
四

郎

・
キ
ミ
ヱ
、
島
村
俊
雄

・
と

し
、
鳴
海
賓
・
ツ
ル
、
奈
良
健

次
郎
・
せ
っ
、
福
士
洋
五
郎
・

は
る
、

=
一
浦
松
雄
・
フ
チ
エ
(
以

上
飯
詰
)

北
川
明
・
ふ
み
よ

(
毘
沙
門
)

奈
良
富
戴
・
サ
ツ
キ
(
田
川
)

小山内助役から感謝状を贈呈される受賞者

て
対
馬
松
造
さ
ん
が
「
本
日
の

栄
誉
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
福

祉
の
向
上
発
展
の
た
め
に
努
力

し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
式
を

終
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
に
先
立
ち
「
施

設
と
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の

か
か
わ
り
」
と
題
し
て
身
体
障

害
者
療
護
施
設
内
潟
療
護
園
の

野
上
四
郎
園
長
が
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

O
表
彰
の
部

土
岐
直
美
(
長
橋
支
部
)

鳴
海
ゑ
つ
子
、
岡
田
晴
正

(以

上
飯
詰
支
部
)

藤
田
忠
造
、
葛
西
喜
美
雄

(以

上
栄
支
部
)

対
馬
松
造
、

二
戸
正
雄
、
寺
田

茂
夫

(以
上
松
島
支
部
)

奈
良
富
蔵
、
新
谷
源
次
郎

(以

上
中
川
支
部
)

。
感
謝
の
部

小
田
川
き
さ

(上
平
井
町
)
他

二
百
十
八
名
・
六
十
九
団
体
)

市
で
は
十
月
十
七
日
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
県
共
同
募
金

会
五
所
川
原
市
支
会
な
ど
と
共

催
で
「
第
三
十
三
回
五
所
川
原

市
社
会
福
祉
大
会
」
を
市
民
文

化
会
館
で
聞
き
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
「
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
強
化
を
め
ざ
し
て
」
を

テ
l
マ
に
、
市
民
の
福
祉
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
聞

い
て
い
る
も
の
で
、
福
祉
団
体

関
係
者
ら
約
二
百
七
十
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
小
山
田
鳳
隆
市

社
会
福
祉
協
議
会
長
が
式
辞
を
、

小
山
内
助
役
が
あ
い
さ
つ
を
そ

れ
ぞ
れ
述
べ
た
後
、
社
会
福
祉

に
功
労
の
あ
っ
た
土
岐
直
美
さ

ん
ら
二
百
一
一
十
九
人
、
六
十
九

団
体
に
表
彰
状
、
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し



秋の青少年健全育成全国強調月間 

～少年の非行防止 あなたが主役～ 

■運動期間 平成2年11月 1日～11月30日 

、 

※重点目標 ①青少年の社会参加活動の推進 

②健全な家庭生活の普及促進 

③職場における青少年育成活動の促進 

五所川原市青少年問題協議会 

五所川原市少年指導委員協議会 

五所川原市学校警察連絡協議会 

五所川原市少年相談センター運営協議会 

五所川原地区青少年健全育成推進員協議会 

五 所 川 原 市 青 少 年 対 策 室 

⑦平成 2 年（1990年）11月1日 
	

広報ごしょがわら 
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～青森空港から直接シンガポールの旅へ～ 

青森空港は、本年 7 月27日に2,500m滑走路の

整備が完成し、 ジャンボ・ジェッ ト機も就航でト

きる空港として全面開●巷しました。 青森空港全

面開港記念国際チャーター便実行委員会では、 

青森空港の全面開港を記念するとともに国際化

の進展に対1」i5し、県民皆さんの国際意識のかん

養と連帯意識の高揚を図ることを目的に、広く

県民の参加を募り、「青森県民の翼」 として国際

チャーター便を就航させることにしました。 

この 「青森県民の翼」 は、 日本ェアシステム

所有の大型飛行機（DC -10) をチャーターし、 

青森空港から直接シンガポールを訪間すること

にしております。 どなたでも参加できます。  

レ日程 平成 3 年1月 8 日～11日 （ 4 日間） 

(1) 1月 8 日一午前青森空港発、タ方現地着 

(2) 1月 9 日・10日ー現地視察 

(3)1月11日一朝現地発、タ方青森空港着 

レ費用 基本半斗金は198,000円（予定）ーオフp シ 

ョナルツアーへ参加することにより、半斗金は 

異なります。 

レ葛集人員 280人程度（先着順） 

D締切日 12月 5 日 

レ旅行代表幹事社 近畿日本ツーリスト囲 

※詳しいことは、青森県企画部調整課（廿0177 

@)1 111番内線2150番） または近畿日本ツーリ ー 

スト （廿0177 ②）5500番）へどうぞ。 

平成3年度母子・寡婦福祉資金（修学資金割 
予 約貸付 け の’受付 

レ対象者 経済的に困難な事情にある母子、寡 

婦家庭で、児童が高等学校、短期大学、大学、 

高等専門学校及び専修学校等に進学もしくは 

入学を希望するもの。 

レ提出書類 

①貸付申請書（福も上事務所にありますJ 

②添付書類 

（ァ）貸付申請者の戸籍謄本 

"）配偶者のない女子で現に児童を扶養してい 

ることを証明する書類（用紙は福ネ止事務所 

にありますJ 
（進学証明 在学している学校からの進学証

明書（用紙は福祉事務所にありますJ 

（支度資金所要額内訳書（用紙は福祉事務所 

にありますJ 
レ提出期限 11月26日 

レ貸付けの仮決定 平成 3 年 1月末日までに仮

決定し、本人に通知する予定。 

レ貸付1ナの本決定と資金の交付 

①修学資金・修業資金 

仮決定された人の児童が高等学校等に入学

し、在学証明書の提出がなされたものに対し、 

3 年 4 月中に本決定し同月末日までに資金交

イ寸の予定。 

②就学支度資金 

仮決定された人で、高等学校等の選考試験

に合格し、その合格通知書等により入学が確

実になったものについて、 3 年 3 月中に本決

定し同年 4 月末日までに資金交付の予定。 

※詳しいことや書類の提出は、市福祖：事務所児

童係（”選）2111番内線 243番）へお願いしま

す。 

⑦平成2年(1990年)11月1日 広報ごしょがわら (第722号)

:参加じ:ませんか π青森!県民;の翼ljO:::-:CこJ:::;:
~青森空港から直接シンガポールの旅ヘ~

青森空港は、本年 7月27日に2，500m滑走路の

整備が完成し、ジャンボ ・ジェット機も就航で

きる空港として全面開港しました。青森空港全

面開港記念国際チャーター便実行委員会では、

青森空港の全面開港を記念するとともに国際化

の進展に対応し 、県民皆さんの国際意識のかん

養と連帯意識の高揚を図ることを目的 に、広く

県民の参加を募り、「青森県民の翼」として国際

チャーター便を就航させることにしました。

この「青森県民の翼」は、日本エアシステム

所有の大型飛行機 (DC-10)をチャーターし、

青森空港から直接シンガポー ル を訪問すること

にしてお ります。どなたでも参加できます。

t>日程 平成 3年 1月 8日一11日(4日間)

(1) 1月 8日ー午前青森空港発、夕方現地着

(2) 1月 9日 ・10日 現地視察

(3) 1月11日 朝現地発、夕方青森空港着

t>費用 基本料金は198，000円(予定) オプシ

ョナルツアーへ参加することにより、料金は

異なります。

t>葛集人員 280人程度(先着順)

t>締切日 12月 5日

t>旅 行 代 表 幹 事 社 近畿日本ツーリスト側

※詳しいことは、青森県企画部調整課(宮0177

⑫1111番内線2150番)または近畿日本ツーリ

ス ト (宮 0177⑫ 5500番)へどうぞ。

後 平成:.'.q;年度母子:食寡婦i福祉資金α彦警資金等ぷ:三
予約 O.貸'::'fO寸 >{デの>:~受O. 付 :・ '， .~.••••• : .・ ;

t>対象者 経済的に困難な事情にある母 子、寡

婦家 庭で、児童が高等学校 、短期大学、大学、

高等専門学校及び、専修学校 等に進学もしくは

入学を希望するもの。

t>提出書類

①貸付申請書(福祉事務所にあります。)

②添付書類

(ア)貸付申請者の戸籍謄本

(イ)配偶者のない女子で現に児童を扶養してい

ることを証明する書類(用紙は福祉事務所

にありますJ
(ウ)進学証明 在学している学校からの進学証

明書(用紙は福祉事務所にあります。)

(司支度資金所要額内訳書(用紙は福祉事務所

にありますJ
P提出期限 11月26日

t>貸付けの恒決定 平 成 3年 1月末日までに仮

決定し、本人に通知する予定。

t>貸付けの本決定と資金の交付

①修学資金 ・修業資金

仮 決 定 さ れ た 人 の 児 童 が 高 等 学 校 等 に 入学

し、在学証明書の提出 がなされたものに対し、

3年 4月中に本決定し同月末日までに資金交

付の予定。

② 就 学 支 度 資 金

仮決定された人で、高等学校等の選考試験

に合格し、その合格通知書等により入学が確

実になったものについて、 3年 3月中に本決

定 し 同 年 4月末日までに資金交付の予定。

※詳しいことや書類の提出は、市福祉事務所児

童係 (ft⑮ 2111番内線 243番)へお願いしま

す。

ー~J電雇=~己富民奪事ヨ宏君主回t-t1宰111計画盟

~少年の非行防止 あなたが主役~

・運動期間 平成2年11月 1日-"11月30日

※重点目標 ①青少年の社会参加活動の推進

② 健全な家庭生活の普及促進

③ 職場における青少年育成活動の促進

五 所川原市青 少年問題協議会

五所川原市少年指導委員協議会

五所川 原市学校警 察連絡協議会

五所川 原 市 少年相 談 セ ンタ 運営協 議会

五所川原地区青少年健 全育成推進員協議会

五所 川 原 市 青少年 対 策室
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月）、理容所・美容院・クリーニング所の 
畷e勿sマーク表示店について 

-(u)青森県環境衛生営業指導センター 

理容業・美容業、 クリーニング業界では、厚

生省と県の指導を受けて理容所や美容院または

ク I) ーニング所が行うサービスあるいは設備な

どをより高度なものにして、消費者の皆様に安

心して利用できるよう努力しております。 

最近理容所・美容院、 クリーニング所の店に 

rsマーク」 が表示されているのを目にされた

と思いますが、この「Sマーク」は財団法人全国

環境衛生営業指導センターが、サービスや店の

設備などについて標準的な基準を作り厚生大臣

の認可をうけて、 この基準以上のーサービスなど 

『 を行う店は（財）青森県環境衛生営業指導センタ 

ーに登録をして店に 「Sマーク」 を掲示してい

るのです。 したがってこの 「Sマーク」 を掲示

しているお店は、消費者の皆様が安心してご利

用できる店であります。 

国民年割呆険料の 

委託徴収をするごどにAなり‘ましだ” 
市では、市民の皆さんの便宜を図るとともに、 

年金制度の主旨普及のために、国民年金保険恥＋ 

の集金を10月 1 日から次の 3 人の方に委託して 

います。 

〇徴収員氏名 

三 橋 由紀子 

荒 谷 英美子 

蝦 名 具知子一 

この徴収員は、納付組合以外の自主納付未納 

一 者宅を訪間し、保険料・の集金や相談をお受けし 

て 	ます。 

※保険料を納めるときは 「身分証明書」 を確認 

してーください。 

五所川原市ディ・サービスセンター 

介護支援セジターの開設 

市て叫ま、 1ひ月 1 日より社会福祉法人青森民友

振興団（特別養護老人ホーム青山荘） に委託し

次のセンターを開設しました。 

＠ディ・サービスセンター 

市内に J打主いで、65歳以上の方及び身体障害

者であって、体が弱いかねたきり等のために日

常生活を営むのに支障のある方々をバスで送り

迎えをし、 日中、入浴・給食などのお世話をし

ます。 

＠介護支援センター 

センターは、24時間体制でねたきり老人等や

その他家族の在宅介護に関する電話相談・面接

相談等を専門の方が総合的に相談に応二じており

ます。 また、各種保健福祖ニサービスの利用申請

手続きの便宜を図ります。 

※問い合わせ先は、特別養護

老人ホーム青山荘（廿 

国） 421 5番） また

は市福1止事務所

福祉係（”電5)21 

11番内線210番） 

へどうぞ。 

平成3年度一農業用免税軽油

免税証交付申請の受付 

レ日時 11月16日（金）午前 9 時～午後 3 時 

ン場所 県五所川原合同庁舎（栄町） 

レ申請用紙 県税事務所、農協、軽油販売店に 

あります。 

※詳しくは、五所川原県税事務所間税課（O⑩ 

2111番内線207. 208番）へどうぞ。 

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 

県内の交通事故概況 

交通安全は家庭から 

青森県交通対策協議会 

9 月 累 計 

死
者
の
う
ち
 

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 24 

発
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。
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着 	用 	義 	務 	者 
（着けなければならない人） 53 

死
者
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98
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非 	着 	用 	者 
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うち、着けていれば 
助かったと思われる人 

9 

）内は前年。累計は 1月から 

飲酒運転による死者は、死者全体の24% 
シートベルトを着けていないと、 5 倍の死亡率 

   シートベルト しめる心が 身を守る 

く

〇
⑨
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市では、 10月 1日 よ り 社 会 福 祉 法 人 青 森 民 友

振興団(特別養護老人ホーム青山荘)に委託し

次の セ ンターを開設しました。

。 デ イ ・ サ ー ビ ス セ ン タ ー

市内にお住いで、 65歳以上の方及び身体障害

者 で あ っ て、体が弱いかねたきり等のために日

常生活を営むのに支障のある方々をパスで送り

迎えをし、日 中 、入浴・給食などのお世話をし

ます。

。介護支援センター

セ ン タ ー は、 24時間体制でねたきり老人等や

その他家族の在 宅 介護に 関 す る 電 話 相 談 ・面接

相談等を専門 の方が総合的に相談に応じており

ます。また、各種保健福 祉 サ ービ スの 利用 申請

手 続 き の 便 宜 を図 ります。

※ 問 い 合 わ せ 先 は、 特別養護

老人ホーム青山荘(宮

⑮ 4215番)また

は市福祉事務所

福祉係(宮⑮ 21

11番内 線210番)

へどうぞ。

理容業 ・美容業、クリーニング業界では、厚

生省と県の指導を受けて理容所や美容院または

クリーニング所が行うサービスあるいは設備な

どをより高度なもの にして、消費者の皆様に安

心して利用できるよう努力しております。

最近理容所・美容院、ク リーニング所の庄に

iSマーク」が表示されているのを目にされた

と思いますが、この iSマーク 」は財団法人全国

環境衛生営業指導センターが、 サービスや庖の

設備などについて標準的な基 準を作 り厚生大臣

の認可をうけて、この基準以上の サ ービスなど

を行う庖は(財)青森県環境衛生営業指 導センタ

ーに登録をして庖に iSマーク」を掲示してい

るのです。したがってこの iSマーク」を掲示

しているお庖は、消費者の皆様が安心 してご利

用できる底であります。

市では、市民の皆さんの便宜を図るとともに、

年金制度の主旨普及のために、国民年金保険料

の集金を10月 1日から次の 3人の方に委託して

c>日時 11月16日働午前 9時~午後 3時

c>場所 県五所川原合同庁舎(栄町)

c>申請用紙 県税事務所、農協、軽油販売庖に

あります。

※詳しくは、五所川 原県税事務所間税課(宮 ⑮

2111番 内線207、208番)へどうぞ。

います。

0徴収員氏名

三 橋由紀子

荒谷英美子

蝦名英知子

この徴収員は、納付組合以外 の自主納付未納

者宅を訪問し、保険料の集金や相 談をお受けし

ます。

※保険料を納めるときは「身分証明書」

してください。

を石雀言忍

身を守る

交通安全は家庭から家族は地獄あなたは天国飲んで乗る

青森県交通対策協議会

者

24 

53 

44 

者
一
者

転による死

用義務
(着けなければならない人)

着用
(着けていなかった人)

うち、着けていれば
助かったと思われる人

運i酉
着

非

飲

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

死

者

の

う

ち

累 計

5.608 
( 5.219) 

98 
(93) 

6，899 
( 6，531) 

9 月

723 
( 616) 

16 
( 9) 

880 
( 785) 

発
生
一
死
者
一
傷
者

9 

(。。
)内は前年。累計は 1月から

飲酒運転による死者は、死者全体の24%

シートベルトを着けていないと、 5倍の死亡率

シートベルト しめる，心が
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“あな売生も瓜緑のオーナー」に

なってみませんか” 

夢を育む国有林の分収育林 

国有林の若い森林を対象に、伐採するまでの 

およそ20年から30年の間、 あなたと国とで共同 

で育てる契約を結びます。 将来、立木を伐採・ 

販売したときに、その収益を持分に応じて分収 

します。 森林は、国が責任をもって手入れや管 

理を行います。 

レ場所 飯詰山国有t木133の林小班 

レ樹種 スギ’90%、 ヒバ10% 

レ面積 5.71ヘクタール 

ン契約期間 26年間 

レ募集口数 11口（1口50万円） 

レ締切日 くフ中間締切日 11月15日 

〇最終締切日 平成 3 年 2 月15日 

レ申し込み先及び間い合わせ先 

金木営材こ署総務課庶務係（b（麺）3115番） 

昔の野良着「ボド」特別展 
“阜 

市歴史民俗資料館では、次のとおり昔の野良 

着 「ボド」 特別展を開催いたします。 

みなさまのお出でをお待ちしております。 

レ日時 11月 1日～18日午前 9 時～午後 4 時 

レ場所 五所川原市歴史民俗資料館 

レ主催 五所川原市教育委員会 

酎）五所川原市自治振興公社ニ 

レその他 

・入館拳十 一般206円、高・大学生103円、 

小中学生52円（20人以上は団体割引が

あります） 

・休館日 月曜日 

津軽地区図書館 ’ 

読書団体関係者研修会 

）日時 11月28日午前10時～午後 2 時30分 

レ場所 市立図書館 

ン参加対象 どなたでも参加できます 

ン内容 〇講演 「読書と子どもと人生」 

講師 東奥日報社五所川原支局長 

白 木 省 司 氏 

〇事イ列発表 〇意見交換 

レ申し込み方法 所定の申込書により、11月15 

日までに市立図書館へ申し込んでください。 

※詳しいことは、市立図書館（か⑩4334番）へ 

どうぞ。 

AOMORI POLYTECHNIC COLLEGE 
つ 	が 	る 

叫『つ I=I 古 ロ こ太 タ又 一 第3回果 目 坊L1 ]寿鷲 
―青森職業訓練短期大学校― 

レ日時 11月11日 （日）午前10時より 

レ行事 

〇公開講座（視聴覚教室） 

時 間 演 	題 講 演 者 

10 : oo- 
10 : 30 地熱の利用 

機械システム系 
教官 工藤裕之 

10 :45~ 
11:15 

人間と空気調和 
制御システム系 
教官 相津順一 

11: 30-- 
12 : 00 

低温エレクトロニクス 
電子情報システム系
教官 柴田清孝 

13 : 00- 
13 : 30 

光エレクトロニクス 
電子情報システム系
教官 高井秀悦 

13 : 45- 
14 :15 「諭の話 校長 戸津一光 

〇自治会文化部発表〇卒業研究の紹介〇各科実

験実習設備の公開〇模擬店そのf也一般参加の企

画もございますので、多数のおいでをお待ちし

ています。 

※詳細につきましては、同校（”⑩3201）へ 

青少年 

健全育成研修の集いへどうそ 
レ趣旨 青少年の健全育成と非行防止は、市民 

1人ひとりの責任であることをよく理解し、 

認識するとともに、青少年非行を未然に防止

するため、市民総ぐるみの運動を展開するこ

とを期して研修の集いを開催するものです。 

レ日時 11月29日（木） 13 : 30-15 : 30 

レ場所 市中央公民館 

レ内容 0少年の主張〇講演 「今、子供たちが

訴えていること」 青森県総合社会教育センタ 

ー家庭教育相談員成田栄子先生 

レ主催 五所川原市少年指導委員協議会 

レ日時 11月10日 （土）午後1日寺30分～ 4 時 

ン場所 市中央公民館 

>内容 ①研究発表 斎藤 淳氏 

「中里城跡の発掘調査の成果につい 

て J 
②講演 柴田 重男氏（地方史研究家） 

「津軽風土の歴史性」 

レ入場料 無拳ト 

〇主催 北奥文化研究会 

' 

I, 
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「緑のオーナ';:-Jに 1

判;;

づて、みませんか"

夢を育む国有林の分収育林

国有林の若い森林を対象に、伐採するまでの

およそ20年から30年の問、あなたと国とで共同

で育てる契約を結びます。将来、立木を伐採・

販売し たときに、その 収益を持分に応じて分収

します。森林は、国が責任をもって手入れや管

E望を千子います。

[>場所飯詰山国有林133の林小班

[>樹種 スギ90%、ヒパ10%

[>面積 5.71ヘクタール

[>契約期間 26年間

[>募集口数 11口(1口50万円)

[>締切日 0中間締切日 11月15日

0最終締切 日 平成 3年 2月15日

[>申し 込み先及び問い合わせ先

金木営林署総務課庶 務係(宮⑮ 3115番)

書鐸牌蒼「ホ¥ド帰別展
市歴史民俗資料館では、次のとおり昔の野良

着「ボド」特別展を開催いたします。

みな さまのお出でをお待ちしておりますo

b日時 11月 1日-18日午前 9時 ~午後 4日、F

P場所五所川原市歴史民俗資料館

[>主催 五所川原市教育委員会

~Iの五所川原市口治振興公社

[>その他

・入館料 一般 206円、高・大学生103円、

小中学生52円 (20人以上は団体割引が

あります)

• i木長官日 月日夜日

転津軽虫色区凪書写館
o，~読書団体関係者研修会

[>日時 11月28日午前10時 ~午後 2時 30分

[>場所 市立図書館

[>参加対象 どなたでも参加 できます

[>内容 0講演「読書と子どもと人生」

講師 東奥日報社五所川原支局長

白木省司氏

。事例発表 0意見交換

[>申し込み方法 所定の申込5により、 11月15

日までに市立図書館へ申し込んでくださ ~' o

※詳しいことは、市立図書館 (ft⑪ 4334番)へ

どうぞ。

AOMORI POL YTECHNIC COLLEGE 
つがる

第3回東日流祭 寝
一青森職業訓練短期大学校一 湘

[>日時 11月11日 (日) 午前10時より

[>行事

o公開講座(視聴覚教室)

時 間 j寅 題 講 演 者

縫械システム系10 : OO~ 
地熱の利用

教官 工藤裕之10: 30 

制御システム系10 : 45~ 
人間と空気調和

教官 相湾}I頂ー11 : 15 

電子情報シスァム系11 : 30~ 
低温エレクトロニクス

教官 柴田清孝12: 00 

電子情報システム系13 : OO~ 
光エレクトロニクス

教官 高井秀悦13: 30 

13 : 45~ 
14 : 15 

きん ー苫
「金」の3 校長 戸海一光

0 自治会文化部発表0卒業研究の紹介0各科実

験 実 習 設備の公開0模 擁 庖 そ の 他 一 般 参 加 の 企

画 もご ざい ます ので、多数のおいでをお待ちし

ています。

※詳細につきましでは、同校 (ft⑪3201) へ

!講沙年一官%吋::>~，Ii"一作
協健全育成Mf)彦め集いへとtうぞ

[>趣旨 汗少年の健全育成と非行防止は、市民

1人ひとりの責任であることをよく理解し、

認識するとともに、青少年非行を未然、に防止

するため、市民総ぐるみの運動を展開する こ

とを期して研修の集いを開催するものですo

b日時 11月29日(木) 13: 30-15 : 30 

[>場所市中央公民館

[>内容 0少年 の主 張。 講演 「今 、子 供た ちが

訴えていること」青森県総合社会教育センタ

一 家 庭 教 育相談員成田栄子先生

[>主催 五所川原市少年指導委員協議会

感絵空年史講演会
じ〉 日 時 11月10日(土)午後 1時 30分 - 4時

[ > 場 所 市 中 央 公 民 館

じ〉内容 ①研究発表斎藤淳氏

「中里城跡の発掘調査の成果につ い

て」

②講演柴田重男氏(地方史研究家)

「津軽風土の歴史性」

仁〉入場料無料

。主 催北 奥文 化研 究会



みんなの健康教室 
日 日寺 

11月16日（釘午後 1時 
ン
 
レ場 所

市保健センター 

レ講 師

兼平 亘先生（兼平内科小児科医院長） 

レテーマ 

ストレスで’起こる病気に・ついて 

レ主 催 北五医師会・市保健協議会 

ンター 
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答継務讃鹸麟 
旬の魚やりんごをつかった調理法を学ぶとと

もに家族の健康を願い、バランスの良い食事の

ための味つけを覚えたい方は、是非参加してみ

ませんか？ 

ンテーマ：栄養の知識を学び、習慣病といわれ 

る成人病を防ごう．ノ 

レ時 間：9 時30分～13時 

ン持参するもの：エプロン、筆記用具、ごはん、 

みそ汁（小びんなどに入れて）、健康手帳、食

事診断用紙（地区の保健協力員からもらって 

~ 	ください） 

レ申し込み先：地区の保健協力員へ（参加申し 

込み月］紙があります） 

レ締め切り日：11月15日（木） 

対象地区 開催月日 開催場所 

松島地区 11月21日困 働く婦人の家 

中川地区 11月22日困 コ ミセン中川 

※詳しいことは市衛生課（h唾5)21 11番内線268・ 

272番）へどうぞ。 

0国勢調査 
ご協力 

ありがとうございました0 

五所川原市国勢調査実施本部 
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人の命を救う 
「愛の献血」にこ協力を 

期 日 時 	間 場 	所 

11月14日 
（水） 

午前10時から
正午まて‘ 県合同庁舎前 

11月20日 
吹) 

午前10時から
正午まて、 

五所川原 
保健所前 

午後 1時から 
午後 4 時まて各 

NTT 
五所川原支店前 

ソ g ス、れあALさ中工の撃一且 ,--等..-弾主“，,柳叫るブン言ノJ、”，露ろ鼻纏災j_M望万で7rノ、響報懸熱鷲警疑 

ノノ 1噂子ヒ＃一’Uフ会」ノ＼とつで 
乳幼児の 4 人に 1人はアレルギーと言われて 

いる今、一緒に考えてみませんか？ 

レ日時 11月 9 日～11日 （ 3 日間） 

レ場所 丸友デパート 5F皆 

レ内容 パネル展示、除去食の試食、相談等 

※詳しいことは、乗田晴美さん（雛田h（園）1486 

番―午前 9 時～正午まで）へどうぞ。 

平成3年度（4 月入所） 

保育所入所申請受付 
レ受付期間 11月13日から12月 7 日まてな 

レ受付場所 市福祉事務所、各保育所 

※保育所によっては、乳児（ 0 歳児）、障害児（軽 

度、中度） も入所できます。 

※現在数か所の保育所で定員に余裕があります 

ので、今年度中からでも入所できます。 

⑥詳しいことは、市福祉事務所児童係（か（③，)21 11 

番内線372番）へおたず’ねください。 

岩木川水系「川をきれいにする ま 

児 童 図 画二‘舞展議掘総繊聾耀務 

レ日時 11月17日～18日 

レ場所 丸友デパート 5 階展示場 

⑨主催 岩木川水系水質汚濁対策連絡協議会 

レ
レ
 

時
料
 レ
半

I
.
 

金
：
無
料
 

間

金
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人の命を救う rd山市噛

「愛の献血つにご協ガを.

広報ごしょがわら

4 お知らせ 略目別

出到来グ糾

平成 2年(1990年)11月1日

期 日 時 間 場 戸斤

11月14日 午前10時から
県 合 同 庁 舎 前

(水) 正午まで

午前10時から 五所川原

11月20日 正午まで 保健所前

(火) 午後 1時から N T T  
午後4時まで 五所川原支庖前

flZZZ雇議五五一j
[>日時 5 
11月16日(鉛午後 1時 1，

[>場所 f 

市保健センタ - i 
[>講師 ? 

兼平 n_先生(兼平内科小児科医院長) ，r 
bテーマ 下

ストレスで起こる病気について J 

U主 催 北 五医師 会・ 市保健協議会 i 

旬の魚やりんごをつかった調理法を学ぶとと

もに家族の健康を願い、バランスの良い食事の

ための味つけを党えたい方は、是非参加 してみ

ませんか?

[>テーマ :栄養の知識を学び、習慣病といわれ

る成人病を防 ごう /

[>時間 9時30分 -13時

[>料金:無料

[>持参 するもの :エプロン 、筆記 用具 、ごはん、

みそ 汁(小 びんなどに入れて)、健康手帳、 食

事診断用紙 (地 区の保健協力負 か らもらって

ください)

[>申し込み先:地区の保健協力員へ(参加申 し

込み用紙があり ます)

[>締 め切り日 :11月15日(本)

開催 場所

働 く婦 人の家

コミセン 中川

開催月日

11月21日(水)

11月22日(木)

対象地区

松島 地 区

中 川地 区

※詳しいことは市衛生課(宮⑮ 2111醤内線268・

272番)へどうぞ。

乳幼児の 4人に 1人はアレルギーと言われて

いる今、 一緒に考えてみませんか?

[>日 時 11月 9日-11日 ( 3日間)

仁〉場所 丸友デパート 5階

[>内容 パネル展示、除去食の試食、相談等

※詳しいことは、乗田晴美さん(雛田宮電号1486

番 ー午前 9時~正午まで)へどうぞ。

@国勢調査
ご協力

ありがとうございました。

平成3年度、はが月入所).il" 

保育所対所申請町や

五所川原市国勢調査実施本部

護
[>受付期間 11月13日から 12月 7日 まで

[>受付場所 市福祉事務所、各保育所

※保育所によっては、乳 児 (0歳児)、障害児(軽

度 、 中度)も入所できます。

※現在数か所 の保育所で定員に余裕があります

ので、今年度中からでも入所できます。

。詳 いミことは、市 福 祉 事 務 所 児 童 係 (宮⑮ 2111

番 内線372番)へおたずねくだ さい。
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